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図-2 アンダーパスアプローチ部の断面図の例 
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１．はじめに  

現在，都市再生の取組みが政府・地方自治体を中心に

進められており，中でも首都圏はじめ大都市圏での交通

渋滞解消が強く求められている．この交通渋滞の主要な

原因に道路交差点やボトルネック踏切の渋滞があり，こ

れらの渋滞解消に向け，アンダーパスやオーバーパスに

よる交差点部等の立体化が推進されている． 

このような背景を受けて，波形ＰＣ矢板を仮設土留材

とアンダーパスアプローチ部の本設壁に兼用して，従来

の開削工法より工期が短く，経済的な施工法（ストライ

プウォール工法）を開発した．底版は従来通り現場打ちとし，本設壁

兼用とする波形ＰＣ矢板と剛結合する． 

ここで，波形ＰＣ矢板と底版との接合部は異種構造物の接合となる

とともに両者の剛性差も大きいことから，地震時を想定した交番載荷

による接合部の性能確認実験を行った．その結果について報告する． 

２．ストライプウォール工法の特徴  

ストライプウォール工法は，水路や道路擁壁等に用いられて

いる波形ＰＣ矢板（波形コンクリート矢板 JIS A 5373）を，

仮設土留壁と本設の構築壁とに兼用することでアプローチ部の

合理的な施工を可能にした． 

本工法の特徴は下記の通りである． 

① 波形ＰＣ矢板を仮設と本設に兼用するため，工期が短縮でき

経済的である． 

② コンクリート製であり，鋼製部材の本体利用のような腐食の

心配がないため，維持費が削減できる． 

③ 掘削幅が縮小されるため，掘削土量や路面覆工等の施工数量が削減できる． 

④ アンダーパスに限らず地下駐車場へのアプローチ等，多様な地下構造物への適用ができる． 

３．接合部剛結合実験概要  

本設壁兼用の波形ＰＣ矢板と底版の接合部が，曲げモーメントを確実に伝達する性能を有する剛結合であ

ることを確認するため，地震時を想定した接合部の交番載荷実験を行った．実験供試体は図-3 に示す通り，

波形ＰＣ矢板と底版の接合部を取り出したＴ字型とした． 
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図-5 荷重－変位図 

図-3 実験概要図 

図-4 試験体配筋図 

写真-3 破壊時状況 

写真-2 実験状況 

  交番荷重 

σck=24N/ｍｍ２

 
充実部断面 

σck=80N/ｍｍ２ 

また，波形ＰＣ矢板には底版との接合部に，波形形状の一

部を埋めた充実部を設けて，機械式継手によって底版の鉄筋

を定着する構造としている（図-4 参照）． 

４．接合部剛結合実験結果 

実験状況を写真-2，3 に，荷重と荷重載荷点における変位

の関係を図-5 に示す． 

荷重 32kN で底版の，ハンチと反対側及びハンチの付け根

の部分にひび割れが入った（Ａ，Ｂ）．荷重 80kN で波形ＰＣ

矢板の内側鉄筋が降伏し（Ｃ），以後順次，ハンチと反対側の

底版鉄筋（Ｂ），ハンチ筋（Ａ），波形ＰＣ矢板の外側鉄筋（Ｄ），

ハンチ側底版鉄筋（Ａ）が降伏した．最後は，接合部の鉄筋 

に抜け出しが発生し，底版のハンチと波形ＰＣ矢板

の間に目開きが生じ，波形ＰＣ矢板の一般部の，充

実部との境界部付近のコンクリートが圧壊して破

壊した． 

また，非線形静的交番載荷解析により実験のシミ

ュレーション解析を行った．解析モデルは，図-3

に示すような梁モデルを用い，接合部には剛域を設

定した（図-3 の赤色部分）．部材は非線形特性を M-

Φで考慮した非線形モデルとし，コンクリートのひび割

れ，鉄筋の降伏を考慮したトリリニア型スケルトンカー

ブとした．図-5 に示すように，シミュレーション解析結果と実験値はよく一致する結果が得られた． 

５．おわりに 

今回の実験から，波形ＰＣ矢板と底版が剛結合として設計可

能なことが確認できた．なお，今回の壁と底版の接合構造では，

波形ＰＣ矢板が先に降伏し塑性ヒンジが発生すると構造全体

が不安定になる可能性があるため，底版が先に破壊する仕様と

する予定である．又，本工法については，別途実施した矢板間

継手の止水性能の確認実験と併せて開発を完了しており，今後

実施工への展開を図っていく予定である． 
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